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家
族
と
木
の
ぬ
く
も
り
で

心
豊
か
に
す
く
す
く
と
―
―
。



ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
は

ど
ん
な
動
物
？

　

日
本
に
は
、２
種
類
の
ク
マ
が
お
り
、

北
海
道
に
ヒ
グ
マ
、
本
州
に
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
、
平
成
28
年
４
月
時
点

で
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
約
２
６
０
０
頭
生

息
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
山

形
県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
管
理
計
画
に
基
づ

き
、個
体
数
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、人
里
に
出
没
す
る
の
？

　

主
な
原
因
と
し
て
、
山
で
の
エ
サ
不

足
に
よ
り
、
食
べ
物
を
探
し
て
人
里
ま

で
来
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

人
里
側
の
原
因
も
あ
り
ま
す
。
収
穫

さ
れ
な
か
っ
た
果
樹
や
野
菜
、
生
ご
み

等
は
、
野
生
鳥
獣
に
と
っ
て
は
魅
力
的

な
食
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
林
業
や

狩
猟
な
ど
山
に
入
る
人
の
減
少
や
耕
作

あまり強くない

人と同じくらい目

おとなしい

臆病心

人より良い

高音に敏感耳

カギ状の鋭い爪

穴掘り、木登りが得意爪

100mを６～７秒で走る
水泳も得意足

強いアゴと牙

咬み切る力が強い口

犬並みの嗅覚

人間の数十倍鼻

　

山
々
の
雪
が
解
け
、
暖
か
く
な
る
と

と
も
に
活
発
に
動
き
始
め
る
野
生
の
動

物
た
ち
。
そ
の
中
で
特
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
〝
ク
マ
〞
で
す
。

　

今
年
も
、
４
月
中
旬
か
ら
町
内
各
地

で
目
撃
さ
れ
、
５
月
17
日
夜
に
は
十
王

地
区
の
民
家
の
小
屋
に
ク
マ
が
侵
入
し

た
と
の
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に

も
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
６
月
に
は
、
秋

田
県
で
数
名
の
方
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
て

命
を
落
と
す
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
も

発
生
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
デ
ー
タ
（
図
１
）
か
ら
も
わ

か
る
と
お
り
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
や
農

作
物
等
の
被
害
が
増
加
す
る
の
は
初
夏

を
過
ぎ
た
こ
れ
か
ら
の
時
期
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
私
た
ち
の
身
近
に

生
息
し
て
い
て
、
そ
れ
で
い
て
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
ク
マ
の
生
態
や
遭
遇

し
た
場
合
の
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

と
出
会
っ
て
し
ま
う

そ
の
前
に
―
―
。

熊
特 集

ツキノワグマの生態

STATUS

体長：100～150 ㌢
体重： 40～130 ㌔
・胸に白いＶ字の模様
・主に木の実や果物の
　採食、ハチ類を好む



【表１】白鷹町の平成 28年度の被害作物物件数

被害作物 件数 被害にあった地区

リンゴ 13 山口４、高岡２
赤スモモ 2 横田尻１、高岡１
モモ 2 菖蒲１、畔藤１

ブドウ 1 鮎貝１
カボチャ 1 畔藤１
スイカ 3 荒砥乙１、十王１、畔藤１

デントコーン 8
高玉２、横田尻１、山口１、高岡１、

佐野原１、滝野１、浅立１
トウモロコシ 1 山口１
ハチの巣 7 高玉２、山口２、鮎貝１、菖蒲１、十王１
クリ 2 横田尻１、鮎貝１

※役場に連絡のあったもののみ

知識と備えが
　　身を守る。

放
棄
地
の
広
が
り
に
よ
り
、
山
と
人
里

の
境
目
が
な
く
な
り
、
人
と
動
物
と
の

緊
張
感
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
と

し
て
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、人
身
事
故
が
お
き
る
の
？

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
臆
病
な
性
格
の

た
め
、
多
く
の
場
合
ク
マ
の
方
か
ら
逃

げ
て
い
き
ま
す
。
攻
撃
す
る
の
は
、
不

意
に
出
会
っ
て
驚
い
た
と
き
と
、
母
グ

マ
が
子
グ
マ
を
連
れ
て
い
る
と
き
と
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　

出
会
い
頭
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
ク

マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
り
ク
マ
に
自

分
の
存
在
を
伝
え
る
こ
と
が
予
防
策
に

な
り
ま
す
。

　

も
し
ク
マ
に
出
会
っ
た
場
合
、
ク
マ

か
ら
目
線
を
外
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後
ず

さ
り
し
、
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ

う
。

出
没
・
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

❶
近
づ
け
さ
せ
な
い

　

ク
マ
は
、
臆
病
な
性
格
で
、
明
る
く

見
通
し
の
よ
い
場
所
を
嫌
い
ま
す
。家
・

畑
、
果
樹
園
等
の
外
周
の
草
地
を
刈
り

払
う
こ
と
で
、
ク
マ
は
近
寄
り
づ
ら
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
徐
々
に
草
木
が
生
い
茂
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
山
際
に
隣
接
す
る

藪
、
河
川
敷
や
堤
防
、
近
年
増
加
し
て

い
る
空
き
家
な
ど
、
野
生
動
物
の
隠
れ

る
場
所
は
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

❷
エ
サ
場
を
な
く
す

　

ク
マ
は
、食
料
が
あ
る
場
所
を
覚
え
、

居
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
収
穫
し
な
い

果
樹
や
野
菜
、家
庭
で
出
た
生
ゴ
ミ
等
、

引
き
寄
せ
る
も
の
は
な
い
か
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

白
鷹
町
で
は
、
軒
下
や
神
社
等
に
偶

然
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
が
で
き
、
ハ
チ
ミ
ツ

を
求
め
て
き
た
ク
マ
に
壁
を
破
壊
さ
れ

た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
巣
を
見
つ
け

た
場
合
、
す
ぐ
に
除
去
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❸
囲
い
で
守
る

　

昨
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
等
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
（
表
１
）。
し
か
し
、

エ
サ
場
を
な
く
す
と
は
い
え
、
農
業
あ

る
い
は
自
家
用
の
菜
園
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
守

る
べ
き
畑
や
果
樹
園
は
柵
で
四
方
を
囲

み
、
侵
入
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

柵
に
も
、
ネ
ッ
ト
柵
、
電
気
柵
、
金

属
フ
ェ
ン
ス
等
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。
畑
の
規
模
や
作
物
の
種
類
、

侵
入
す
る
鳥
獣
等
を
把
握
し
、
現
場
に

あ
っ
た
も
の
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

❹
ク
マ
を
見
つ
け
た
と
き
の
連
絡
先

長
井
警
察
署　
　
　

☎
84

－

０
１
１
０

総
務
課
防
災
管
財
係
☎
85

－

６
１
２
２

農
林
課
森
林
整
備
係
☎
85

－

６
１
２
５

１_クマ護身用のスプレー。トウガラシの成分が

含まれており、クマに強烈な痛みと刺激臭を与え

て追い払う　２_クマよけの鈴。高音で、音色が

遠くまで響く　３_クマよけの笛。鈴と同様クマ

に自分の存在を知らせ、遭遇しないようにする

　クマに対する正しい知識とちょっとした備

えが、いざというときに自分の身を守ること

につながります。山に入るときや畑仕事をす

るときなどには、身近で購入できるクマ対策

　　　　　　　　　　　用品などを有効に使

　　　　　　　　　　　　　　いましょう。

❸笛

❷クマ鈴

❶クマ撃退スプレー

【図１】山形県内のツキノワグマの目撃件数

（平成 24年～ 28年度計）
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５月～７月にかけて目撃

数が急激に増加します。
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白鷹 紅花まつり第23回

［体験メニュー］

●紅花染め体験
●フラワーアレンジメント
●はがき作り
●本紅点し体験

［見る・食べる・楽しむ］

●紅花先染め振袖「万葉からの誘」
　色見本・本紅・和紙人形などの展示
●名人による手打ちそば
●鮎の塩焼きや豆腐田楽、地元新鮮野菜、
　白鷹グルメなど、おいしいものが勢揃い
●にぎやか紅花商店街（紅花切り花、バ　
　ザー、手作り小物など）

［イベント］

『やまがた舞子演舞披露』

8 日（土）・9日（日）
各日 11：00～　
『高栄会演舞披露』

8 日（土）12：30～
『鞍置八幡神社獅子舞』

9 日（日）12：30～
『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』

滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写
真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の
SNS に UP ！滝野交流館で担当スタッフに見せると、
素敵なミニプレゼントがもらえます。
☆ほかにもイベントを多数企画中です

●餅つきイベント
●やまがた舞子撮影会、ほか
●地元グルメ＆売店

　 萩野大日堂

「万葉からの誘」

　 十王八卦地区
　　　　（八卦公民館周辺）

●やまがた舞子撮影会、ほか
●紅花娘体験
●紅花摘み体験
●地元グルメ＆売店

7/8 土 ・9 日
10：00 ～ 16：00

紅花まつり
10：00 ～ 16：0010：00 ～ 16：0010：00 ～ 16：00

『鞍置八幡神社獅子舞』『鞍置八幡神社獅子舞』『鞍置八幡神社獅子舞』

9 日（日）129 日（日）129 日（日）129 日（日）129 日（日）129 日（日）12
『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』『撮って！載せて！ SNS!!（新企画）』

滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写滝野交流館以外のまつり会場１カ所以上で紅花畑の写
真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の真と「白鷹紅花まつり」のコメントを入れて自分の
SNS に UP ！滝野交流館で担当スタッフに見せると、SNS に UP ！滝野交流館で担当スタッフに見せると、
素敵なミニプレゼントがもらえます。素敵なミニプレゼントがもらえます。
☆ほかにもイベントを多数企画中です☆ほかにもイベントを多数企画中です

●●餅つきイベント餅つきイベント
●●やまがた舞子撮影会やまがた舞子撮影会
地元グルメ＆売店地元グルメ＆売店

萩野大日堂萩野大日堂

●●
●●
●●地元グルメ＆売店地元グルメ＆売店

滝野交流館／萩野大日堂／十王八卦地区
紅花の館／小松織物工房／道の駅白鷹ヤナ公園／パレス松風

【 会　場 】

紅花シーズンがもうすぐ訪れます。白鷹紅花まつりでは、楽しい＆おいしいイベント

を用意して皆様をおもてなしいたします。また、白鷹の紅花で染め上げた「紅花先染

め振袖」の展示もあり、間近でご覧いただけます。まつり会場に咲き誇る紅花や体験

メニュー、白鷹グルメなどたっぷり楽しめます！みんなで遊びに来てくださいね！

　滝野交流館



●各問い合わせ・申し込みは白鷹町観光協会（☎ 86-0086）まで。

［“紅”ワークショップ］

紅についてのお話や本紅点し体験などを行います。
●いつ　７月 23日（日）14：00～　
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●講師　㈱伊勢半本店　本紅事業部
●申込期限　７月 10日（月）※要申込
●参加料　500 円（税込）

　白鷹町文化交流センター　あゆーむ

　７月 10日（月）※要申込

［みんなで白鷹町を明るくする行灯を創ろう］

紅花の色素を使い、深山和紙のキャンバスに描いたり、
和紙を自由な発想で張り付けたりしながらオリジナル
の行灯を創ります。
●いつ　７月 23日（日）
　９：30～受付／ 10：00～ 12：00頃
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●講師　あゆーむ「アートキッズ団」　渡辺久美さん
●定員　先着 30名（定員になり次第締切）　
●申込期限　７月５日（水）※要申込
●参加料　無料
●対象　保育園児～大人（小学生以下は保護者同伴）
☆参加者にはもれなく、日本の紅（あか）をつくる町
　缶バッチをプレゼント
※当日は、汚れても大丈夫な服装でお越しくだ　
　さい。
※あゆーむでは、「アートキッズ団」の団員を募
　集しています。詳しくは白鷹町文化交流セン　
　ター　あゆーむ（☎ 85-9071）までお問い合　
　わせください。

［紅花染め体験］

●いつ　７月 16日（日）・17日（月・祝）
　① 10：30～　② 11：30～　③ 13：00～
●どこで　白鷹町文化交流センター　あゆーむ
●講師　小松寛幸さん
●申込期限　７月 10日（月）※要申込
●料金　ストール  4,000 円（税込）
　　　　ハンカチ  1,200 円（税込）

　７月 10日（月）※要申込

［紅の里 shop ＆紅花 colors 紅花舟運資料展示］

町内の特産品や紅花関連商品の販売や紅花舟運にまつ
わる資料等を展示します。
●いつ　７月２日（日・半夏生）～ 30日（日）
　10：00～ 16：00
●どこで　白鷹町観光協会（荒砥駅資料館）
●入場料　無料
☆２日 10：00より先着 50名様
　に紅花（切花）プレゼント

［オープニングセレモニー＆紅ランチ発表会］

「やまがた舞子」による踊りの披露
や、紅ランチ発表会を行います。
●いつ　７月２日（日・半夏生）
　11：30～受付／ 12：00開会
●どこで　パレス松風
●定員　先着 80名
●申込期限　６月 23日（金）※要申込
●申込先　パレス松風　☎ 85-1001
●料金　2,000 円（税込）
☆当日抽選で 50名様に紅花（切花）プレゼント

［期間］7/1（土）～ 31（月）11：30 ～ 14：00
［料金］各 2,000円（税込）

※要予約（２名様以上・２日前まで）

パレス松風とあゆ茶屋では、白鷹産紅花を使っ

た「紅ランチ」を期間限定で特別提供します。

この機会にぜひご賞味ください。

白鷹産紅花を使った

特別限定メニュー

あゆ茶屋
☎ 0238-85-5577

パレス松風
☎ 0120-28-1004

「やまがた舞子」による踊りの披露
や、紅ランチ発表会を行います。

　７月２日（日・半夏生）
00開会

［紅花 colors プレゼンツ　「白鷹町長杯」パークゴルフ新睦大会］

●いつ　６月 25日（日）※詳細は白鷹パークゴルフ協会事務局（パレス松風  ☎ 85-1001）にお問い合わせください。

※写真はイメージ

紅 ランチ紅 チ



まちのニュース

平成 30年度
白鷹町重要事業要望

　
白
鷹
高
等
専
修
学
校
へ
の

支
援
の
充
実
に
つ
い
て
　

　

霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校

と
し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か

ら
も
補
助
金
交
付
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
近
年
は
町
外
の
入
学

者
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
財
政
支
援

に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　白鷹町では、町の将来像「笑顔かがやき心かよう美しいま
ち」を実現するためのまちづくりを進めています。地方創生
を推進し、まちづくりが着実に実現するよう来年度の重要事
業として次の項目を国や県に対し要望していきます。

　
地
方
交
付
税
総
額
の
　
　

　
確
保
充
実
に
つ
い
て
　
　

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
団
体
で

あ
る
本
町
が
、
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
地
方
交
付
税
の
確

保
に
つ
い
て
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　
　
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
　
　

　
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
　

　

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
地
域
住
民
の

交
通
手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー

長
井
線
の
存
続
に
向
け
た
財
政

支
援
等
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
対
す
る

　
支
援
の
継
続
拡
充
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
の
生
活
交
通
を
確

保
す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交

通
へ
の
市
町
村
総
合
交
付
金
制

度
の
継
続
拡
充
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　
　
過
疎
対
策
事
業
債
の
　
　

　
必
要
額
確
保
に
つ
い
て
　

　

過
疎
団
体
で
あ
る
本
町
が
、

将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
を
図
る
た
め
、
そ
の
財
源

と
な
る
過
疎
対
策
事
業
債
に
つ

い
て
、
必
要
額
の
確
保
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
少
子
化
・
結
婚
対
策
に
　

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　

子
ど
も
医
療
費
や
保
育
料
等

の
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担

軽
減
や
婚
活
支
援
な
ど
の
少
子

化
・
結
婚
対
策
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
　
医
師
の
確
保
及
び
定
着
化

　
の
推
進
に
つ
い
て
　
　
　

　

へ
き
地
診
療
や
救
急
医
療
な

ど
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
町
立
病
院

の
医
師
確
保
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。

　
　
木
材
の
安
定
供
給
体
制
を

　
構
築
す
る
た
め
の
支
援
の

　
強
化
に
つ
い
て
　
　
　
　

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大

を
進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や

路
網
の
整
備
、
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
等
へ
の
支
援
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
諏
訪
堰
地
区
農
業
用
河
川

　
工
作
物
等
応
急
対
策
事
業

　
の
新
規
採
択
に
つ
い
て
　

　

老
朽
化
し
て
い
る
諏
訪
堰
頭

首
工
の
応
急
対
策
に
つ
い
て
、

新
規
採
択
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。

 

　
御
影
（
み
か
げ
）
地
区
農

　
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の

　
早
期
実
施
に
つ
い
て
　
　

　

老
朽
化
し
て
い
る
御
影
沼

（
農
業
用
た
め
池
）
の
防
災
減

災
対
策
に
つ
い
て
、
早
期
実
施

を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
要
地
方
道
長
井
白
鷹
線

　
道
路
改
築
事
業
（
荒
砥
橋

　
工
区
）
の
推
進
に
つ
い
て

　

橋
脚
等
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
荒
砥
橋
架
け
替
え
に
つ

い
て
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

 　 

国
道
２
８
７
号
（
菖
蒲 ･

  

下
山
地
内
）
道
路
改
築
事

　
業
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩

道
が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に

つ
い
て
、
早
期
の
改
修
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
長
井
～
白
鷹
間
の
西
廻
り

　
幹
線
道
路
調
査
の
早
期
着

　
工
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る

幹
線
道
路
の
整
備
に
向
け
た
路

線
調
査
等
に
つ
い
て
要
望
す
る

も
の
で
す
。

　
峰
岸
地
区
砂
防
自
然
災
害

　
防
止
事
業
（
急
傾
斜
地
） 

　
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
　

　

八
乙
女
八
幡
神
社
北
部
の
急

傾
斜
地
に
つ
い
て
土
砂
災
害
の

防
止
対
策
に
つ
い
て
要
望
し
ま

す
。

　
　
空
き
家
対
策
の
推
進
に
　

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　

火
災
や
積
雪
に
よ
る
倒
壊
の

恐
れ
や
景
観
上
・
防
犯
上
も
地

域
住
民
の
不
安
材
料
で
あ
り
、

増
加
し
続
け
る
空
き
家
対
策
へ

の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

　
学
校
生
活
支
援
員
へ
の
　

　
財
政
支
援
に
つ
い
て
　
　

　

各
小
中
学
校
に
「
学
校
生
活

支
援
員
」を
２
名
ず
つ
配
置
し
、

特
別
な
配
慮
や
支
援
が
必
要
な

児
童
生
徒
に
対
し
、
学
習
活
動

の
支
援
を
中
心
に
自
立
活
動
へ

の
サ
ポ
ー
ト
、
不
登
校
、
問
題

行
動
等
の
未
然
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
財

政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す
る
も

の
で
す
。

新規要望

新規要望 継 続

新規要望 継 続 継 続

継 続 継 続

継  続 継  続 継  続 新規要望

継 続 継 続 継  続

2

継 続
1

345

6789

10111213

141516
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よ
り
安
心
安
全
な
住
み
よ
い
町
を
目
指
し
て

買
い
物
支
援
の
実
証
実
験
が
ス
タ
ー
ト

　

５
月
26
日
、
買
い
物
環
境
充

実
支
援
実
証
実
験
の
１
つ
で
あ

る
御
用
聞
き
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
の
買
い
物
環
境

の
充
実
と
商
業
機
能
の
維
持
、

そ
し
て
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り

を
目
的
と
し
た
も
の
。
高
齢
者

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
（
蚕

桑
地
区
限
定
）
の
希
望
者
を
対

象
と
し
て
、
実
施
事
業
者
で
あ

る
え
ん
ど
う
商
店
さ
ん
に
食
料

品
な
ど
の
配
達
と
安
否
確
認
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
出
発
式
で

は
、
遠
藤
晴
海
店
長
と
妻
・
奈

津
子
さ
ん
に
佐
藤
町
長
か
ら
ス

テ
ッ
カ
ー
が
手
渡
さ
れ
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
た
配
達

車
が
さ
っ
そ
く
役
場
前
か
ら
出

発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
買
い
物
が
困
難

な
地
域
の
買
い
物
環
境
を
維

持
・
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
移
動
販
売
支
援
事
業
と
、

買
い
物
等
の
移
動
手
段
と
し
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
方
へ
ポ
イ
ン
ト
で
還
元
す
る

買
い
物
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
事

業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
に
つ
い
て
詳
し

く
は
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

（
☎
87

－

０
６
９
６
）
ま
で
。

白鷹の良さと人の温かさに触れる
教育旅行で千葉から中学生が訪問

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
教

育
旅
行
。
今
年
も
千
葉
県
八
千

代
市
立
大
和
田
中
学
校
（
５
月

19
～
20
日
）
の
生
徒
47
人
と
、

同
勝
田
台
中
学
校
（
５
月
29
～

30
日
）
の
生
徒
34
人
の
計
81
人

が
、
白
鷹
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、中
山
や
萩
野
、

山
口
地
区
な
ど
の
民
泊
先
に
わ

か
れ
、
慣
れ
な
い
農
作
業
や
初

め
て
の
山
菜
取
り
、
伝
統
の
紅

花
染
め
な
ど
を
体
験
。
白
鷹
町

の
印
象
を
聞
か
れ
る
と
、「
景

色
が
き
れ
い
」「
空
気
が
お
い

し
い
」
な
ど
と
笑
顔
で
応
え
、

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

対
面
式
で
は
少
し
緊
張
気
味

だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
、
１
泊
２

日
を
通
し
て
す
っ
か
り
打
ち
解

け
、
最
後
に
は
別
れ
を
惜
し
む

場
面
も
。
民
泊
先
の
佐
藤
良
司

さ
ん
（
白
鷹
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
会
長
）
は
「
白
鷹
町
を

も
う
一
つ
の
ふ
る
さ
と
に
し
て

ほ
し
い
。そ
し
て
、大
人
に
な
っ

た
と
き
に
も
う
一
度
思
い
返
し

て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
贈
り
、

生
徒
た
ち
は
「
ま
た
白
鷹
に
来

ま
す
」
と
笑
顔
で
手
を
振
り
な

が
ら
お
別
れ
し
ま
し
た
。

❶

１

４

２３

５

１_ 白鷹町の自然と人の温かさに触れ、充実したひとと

きを過ごした　２_ 紅花畑での杭打ち。力のいる作業に

「部活より大変」と苦笑い　３_ 民泊先での味噌作り体

験の様子。完成した味噌は来年訪れる生徒たちが味わう

４_ 固く握手を交わし、笑顔でお別れ　５_ 晴れ渡る空

の下での畑仕事に「気持ちいい」と笑顔を見せる生徒た

ち。土の中から顔を出す虫に悲鳴を上げる場面も

１_ 佐藤町長からステッカーを受け

取る遠藤晴海さん（左）と奈津子さ

ん（中央）　２_ 高齢者世帯に、必

要とする品と安心をお届けします

１

２

●�●�　　 広報しらたか　2017.6.12 　　 広報しらたか　2017.6.12 ●�●�　　 広報しらたか　2017.6.12 　　 広報しらたか　2017.6.12



東根小学校「緑の少年団」結団式

心の中に身近な自然をいつまでも

　５月 23日、東根小学校学校林の宝山において緑の
少年団結団式が行われました。
　新たに入団した４年生 21人に、トレードマークで
ある緑の帽子とネッカチーフ、ワッペンが授与され、
シンガーソングライターの金田稔さん（広野）ととも
に「リメンバー宝山」を合唱。続いて、森林インスト
ラクターと県森林整備課の職員を講師に迎えた自然体
験活動が行われ、五感を研ぎ澄ましながら身近な自然
に触れました。「自然の不思議や食べられる植物をた
くさん発見できておもしろかった」と振り返った団員
たち。６月３日には「やまがた森の感謝祭 2017」に
31 人が参加し、他地区の団員と交流を深めるととも
に自然に対する意識をさらに高めました。

１

１_さまざまな種類の葉

や、危険な植物・生物が

載る手帳を見ながら自

然を観察　２_新入団の

４年生に６年生がネッカ

チーフを結んであげた

２

　出演者とボランティアスタッフによる手作りの福祉
コンサート「おかえりなさいコンサート」が５月21日、
蚕桑地区コミュニティセンターで開催されました。
　26 回目の開催となった今回は、おなじみの白鷹陽
光学園やこぶし一座に加え、町内で農業を営む柳生圭
祐さんや飯豊町男声合唱団「プロージェット」など全
９組が出演。心温まる歌や踊り、寸劇などを披露する
と、客席から盛大な拍手が送られ「一生懸命な姿を見
て元気をもらった。今度はボランティアとして協力し
たい」という優しい言葉が聞かれました。

優しさと笑顔あふれる空間に――

第26回おかえりなさいコンサート開催

コンサートのテーマソング「笑顔の君が好きだから」を、

出演者とスタッフ全員で優しく歌い上げフィナーレ

　どりいむ農園直売所のいちご園では、今年も町内の
全保育園及びこども園の園児を招待し、いちご狩り体
験が行われました。
　５月 22日には、さくらの保育園の２歳児から年長
児まで 130 人が参加。ハウスの中では、大粒の果実
とさわやかな甘さが特徴のイチゴ「もういっこ」が赤
く実っており、園児たちは大はしゃぎ。次々にイチゴ
の実をもぎ取り、口の周りや手の指先を赤く染めなが
ら、「甘くておいしい」ととびきりの笑顔で口いっぱ
いに頬張りました。

真赤なイチゴでとびきり笑顔！

町内の園児たちがいちご狩りを体験

１_食べごろの甘酸っぱいイ

チゴに笑顔がはじけた　２_

真赤で大粒のイチゴを発見！

１

２
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白鷹リトルホークスが２大会連続の準優勝
さらなる高みを目指して一球入魂

　第 17 回皆川睦雄杯軟式野球大会兼高松宮賜杯第
37回全日本学童軟式野球大会マクドナルドトーナメ
ント米沢地区予選会が５月 13 日～ 21 日の日程で開
催され、白鷹リトルホークス野球スポーツ少年団が出
場。置賜一円の 24チームで競ったトーナメントにお
いて準優勝を収めました。栗原秀紀団長は「シーズン
当初から野球に対する取り組み方を意識し、活動して
きたチーム。夏の大会までにさらなる上の取り組み方
を重視し、団員・指導者・保護者全員で力を合わせて
今度こそ頂点に立つ」とコメント。5月初めに行われ
た新人戦米沢地区予選大会でも準優勝を収めており、
安定した力があることを証明してくれました。

5/13 １回戦 対 屋代クラブ（高畠町） 16-1 ○
5/14 ２回戦 対 高畠松川野球スポ少（高畠町） 10-2 ○
5/20 準々決勝 対 飯豊ドリームズ（飯豊町） 5-4 ○

5/21
準決勝 対 赤湯ワイルドキッズ（南陽市） 8-3 ○
決勝 対 万世バッドボーイズ（米沢市） 9-13 ×

　鮎貝小学校の田植え体験が５月 18 日、（農）サン
ファームしらたか前の田んぼで行われました。
　これは、町土地改良区が主催する「田んぼの学校」
の事業の一つで、この日は５年生 29人が参加。初め
て感じる田んぼの泥の感触に大騒ぎの児童たちでした
が、“枠（わく）” でつけた跡に合わせて一人ひとりが
ていねいに苗を植え、「初めて田植えをしたけど、『上
手だね』と言ってもらえてうれしかった」「また田植
えをする機会があれば、今日教えてもらったことを生
かしたい」とそれぞれに感想を述べました。また、今
年も地域の皆さんにつくっていただいたおにぎりと山
菜汁が田植え後に用意され、児童たちは皆おかわりを
しながらおいしく味わいました。

鮎貝小学校「田んぼの学校」で田植え体験

体で感じる田んぼの感触

１

２

２

１_すっかり慣れた手つきで

苗を植える児童たち　２_投

げてもらった苗をキャッチ！

３_ひと仕事終えた後のおに

ぎりは、やっぱり「うまい！」

３

１_その名のとおり、三ツ滝には

「一の滝」「二の滝」「三の滝」が

流れる　２_名物の流しそうめん

に次々と箸が伸びた

　５月 21日、眼病平穏、火盗消除、養蚕安全、交通
安全の守護「三ツ滝不動尊」祭礼が現地で行われ、町
内外から約 50人が参拝に訪れました。
　参拝後には、地域の皆さんに用意していただいた山
菜の冷や汁や、滝の冷水での流しそうめんで一息。こ
の日は全国的に厳しい暑さとなりましたが、参拝客は
新緑に吹く心地よい風と、滝に秘められたパワーで心
と体をリフレッシュしていきました。

新緑に囲まれた癒しの空間で

三ツ滝不動尊祭礼
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町からのお知らせ

「保険料の免除・納付猶予の制度があります」
　国民保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受
けられなくなったり、万一のときに障害年金や遺族基礎年金を受
けることができない場合があります。保険料を納めるのが困難な
時は、免除等の制度を利用しましょう。申請は、過去 2 年（2 年
1 カ月前）までさかのぼれます。

【保険料納付免除制度】

　第 1 号被保険者で保険料の納付が困難な場合、
前年の所得状況などに応じて保険料が免除または
猶予される制度です。本人、配偶者、世帯主それ
ぞれの前年の所得によって審査されます。

●手続き期間　
　平成 29 年７月～平成 30 年６月
●必要なもの　
・失業を理由とするときは、雇用保険被保険者証
　などの写し
・年金手帳（基礎年金番号記載のもの）
・認印（自署のときは不要）

【学生納付特例制度】
　
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に
加入しなければなりません。所得の少ない学生の
方で国民年金保険料の納付が困難な場合に、保険
料の納付を先送り（猶予）できる制度です。

●手続き期間　
　平成 29 年４月～平成 30 年３月
●必要なもの　
・ 学生証（写し）または、在学証明書（29 年度発行）     
　で在学期間がわかるもの
・年金手帳（基礎年金番号記載のもの）
・認印（自署のときは不要）

【問い合わせ】町民課戸籍年金係　☎ 85-6129 ／米沢年金事務所　☎ 0238-22-4220（自動音声）

国民年金
の

お知らせ

　白鷹会場の相談日が３カ月に１回になります。長井
会場でも相談を受けることができます。両会場ともに
予約制になっていますので、各開催地に直接お申込み
ください。

相談日 場　所

６月 21日（水） 白鷹町 中央公民館

７月５日（水） 長井市 交流センター ふらり

９月 20日（水） 白鷹町 中央公民館

10月４日（水） 長井市 交流センター ふらり

12月 20日（水） 白鷹町 中央公民館

１月９日（火） 長井市 交流センター ふらり

３月 20日（火） 白鷹町 中央公民館

●申し込みは…

白鷹会場―白鷹町役場戸籍年金係　☎85-6129
長井会場―長井市役所市民相談センター　☎87-0682
受付時間―午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（土日祝日を除く）

予約締切―開催日の前週金曜日

※詳しくは、役場戸籍年金係へお問合せください。　

★米沢年金事務所でも随時年金相談を行っています。
　待ち時間がないように、予約をしてから行かれるこ
　とをお勧めします。
　【☎0238-22-4220（自動音声案内）】
※「基礎年金番号」・「相談者氏名」・「電話番号」・「相
　　談内容」等を確認させていただきます。

   日本年金機構　米沢年金事務所
   平成 29 年度「移動年金相談日」

●相談時間―白鷹→午前10時～午後２時

　　　　　　長井→午前９時30分～午後２時
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町からのお知らせ

身 重度心身障がい（児）者医療証 親 ひとり親家庭等医療証
子 子育て支援医療証

しらたか元気っ子事業の医療証

対

象

と

な

る

方

障がいをお持ちの方で、次のいず

れかに該当する方

①身体障害者手帳１・２級
②精神障害者保健福祉手帳１級
③療育手帳Ａ

④国民年金障害等級１級
⑤公的年金各法の障害等級１級
⑥特別児童扶養手当１級
⑦療育手帳Ｂ、かつ身体障害者手  

　帳３級

※町民税所得割相当額が、23万５千
　円以上の方は対象外です。

※本人または扶養者に所得税相当額

　が課税されている場合は自己負担

　額（負担割合：１割）が発生します。

18歳以下の児童を扶養している方
で、次のいずれかに該当する方

①配偶者のいない方及びその児童

②配偶者が重度の心身障害により

　長期にわたって労働能力を失っ

　ている方及びその児童

③父母のいない18歳以下の児童
（所得税相当額が課税されている者

　に養育されている場合を除く。）

④「配偶者からの暴力の防止及び

　被害者の保護等に基づく法律

（ＤＶ防止法）」に基づく保護命

　令の申し立てを行い、現に配偶

　者に当該命令が発せられた方及

　びその方に扶養されている児童

※次のいずれかに該当する方は対象

　外です。

❶所得税相当額が課税されている方
❷就労されていない方

⑴白鷹町にお住まいの高校３年生
　の年齢までの方

※就職などにより親の扶養を外れた

　方は対象外です。

⑵就学のため町外に住所を移した
　方で、保護者の住所が白鷹町に

　ある方

　

申

請

に

必

要

な

も

の

・保険証　・印鑑

・対象となることを確認できる下

　記の手帳など

　

・対象となる方の保険証

・印鑑

※特別な理由により就労できない場

　合はご相談ください。

※他に書類が必要になる場合があり

　ます。（就労証明書等）

・お子さんの保険証

・印鑑

※高校生相当年齢の方や新規該当者

　の方（出生、転入）は申請が必要

　になります。

★マイナンバーのわかるもの（個人番号カードもしくは通知カード）をお持ちください。

　通知カードをご持参いただく場合は、本人確認のための運転免許証も提示してください。

★前年または前々年の所得額、所得税額のわかるものが必要になる場合があります。

　現在交付している重度心身障がい（児）者医
療証及びひとり親家庭等医療証の有効期限は平
成29年６月30日です。引き続き交付を希望さ
れる方は更新の手続きが必要になります。有効
期限をご確認のうえ手続きをしてください。

身体障害者手帳・精神障害者保

健福祉手帳・療育手帳・障害年

金証書（障害基礎年金・その他

公的年金）・恩給証書・特別児

童扶養手当証書

■ 医療証について 子育て世帯、障がいをお持ちの方々の経済的負担軽減のため、

医療費の自己負担分を無料にする医療証を交付しています。

　 重度心身障がい（児）者医療証（ 身 ）及びひとり親家庭等医療証（ 親 ）の更新

▼  更新の時期   ６月22日（木）～30日（金）
　※なお、新規の申請は随時受け付けています。

【医療証の申請窓口 ・問い合わせ】
役場１階２番受付　町民課国保医療係　☎85-6130
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町からのお知らせ

①
雇
用
職
種
及
び
人
員
等

▼
職
種　

プ
ー
ル
監
視
業
務

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
勤
務
地　

町
民
プ
ー
ル
（
白
鷹
中

敷
地
内
）

▼
雇
用
予
定
期
間　

７
月
15
日（
土
）

〜
８
月
20
日（
日
）

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

▼
勤
務
内
容　

利
用
者
の
安
全
管
理
、

水
質
管
理
の
た
め
の
機
械
操
作
及
び

施
設
の
衛
生
管
理
な
ど

▼
賃
金　

６
１
０
０
円
／
日

②
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
の
大
学

　

生
及
び
社
会
人
で
健
康
な
方（
男

　

女
は
問
い
ま
せ
ん
）

■ 

町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
を
募
集
し
ま
す

③
選
考
方
法　

履
歴
書
審
査
、
面
接

　

実
施
後
決
定
し
、
直
接
本
人
に
通

　

知
し
ま
す
。

④
申
込
方
法　

履
歴
書（
市
販
様
式

　

ま
た
は
教
育
委
員
会
備
付
様
式
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
教
育
委

　

員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
ま
で
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
受
付
期
間　

７
月
3
日（
月
）ま
で

⑥
そ
の
他　

毎
日
勤
務
す
る
こ
と
が

　

で
き
な
く
て
も
、
監
視
員
を
し
た

　

い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
85

－
６
１
４
７

　

平
成
30
年
度
か
ら
使
用
す
る
「
特

別
の
教
科　

道
徳
」
の
教
科
書
の
展

示
会
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
小
学
校
用
教
科
書

の
採
択
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
回
展
示
す
る
も
の
の
中
か
ら
使
用

す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま
す
。

▼
場
所
と
日
時

①
白
鷹
町
立
図
書
館

　

６
月
16
日
（
金
）
〜
６
月
29
日

（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

※
休
館
日
は
除
く

②
置
賜
総
合
支
庁
西
置
賜
地
域
振
興

　

局
５
階
教
育
相
談
室
（
教
科
書
セ

　

ン
タ
ー
）

　

６
月
16
日
（
金
）
〜
６
月
29
日

（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

※
土
日
は
除
く

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係　

☎
85

－

６
１
４
４

■ 

教
科
書
展
示
会
を
行
い
ま
す

《介護保険からのお知らせ》

介護保険負担限度額認定証の更新受付開始

　介護保険負担限度
額認定証をお持ちの
方に、介護保険係か
ら申請書を送付しま
すので、更新手続き
をお願いします。

　介護保険負担限度額認定証をご本人に郵送
　します。
⑵介護保険負担限度額認定証を提示してサー
　ビスを利用してください。
　介護保険施設（介護老人福祉施設、介護老
　人保健施設、介護療養型医療施設）やショ
　ートステイを利用する方の食事・部屋代
　については、ご本人による負担が原則です
　が、介護保険負担限度額認定証をお持ちの
　方は食事・部屋代の軽減を受けることがで
　きます。
⑶認定証の有効期限は１年ですので、１年ご
　とに更新手続きを行ってください。

【問い合わせ】
健康福祉課介護保険係　
☎86-0213

●申請期間　７月３日（月）～ 31日（月）
●申請場所　健康福祉課（健康福祉センター内）
●持ち物　申請書・印鑑・申請者と配偶者名
　義の通帳すべて
●対象となる条件
①本人及び世帯全員（世帯分離している配偶
　者含む）が住民税非課税の場合
②預貯金等が単身で1,000万円、夫婦で
　2,000万円以下の場合
●その他
⑴対象条件を満たしているか判定した後、

み
ほ
ん

更新の手続き

を忘れずに！

●12　　 広報しらたか　2017.6.12



町からのお知らせ

　

白
鷹
町
に
住
所
を
有
す
る
小
・
中

・
高
校
生
等
で
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
お
い
て
全
国
大
会
に
出
場
さ

れ
る
方
及
び
そ
の
引
率
指
導
者
に
対

し
、
申
請
に
よ
り
白
鷹
町
成
績
優
秀

者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象　

平
成
29
年
度
白
鷹
町

成
績
優
秀
者
激
励
金
交
付
要
綱
に
規

定
す
る
要
件
を
満
た
す
方

▼
申
請
手
続　

全
国
大
会
開
催
日
の

■ 

全
国
大
会
出
場
者
に
成
績
優
秀
者
激
励
金
を
交
付
し
ま
す

前
後
１
カ
月
の
間
に
、
申
請
書
に
関

係
書
類
を
添
付
し
白
鷹
町
教
育
委
員

会
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
白
鷹
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.shirataka.

lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興

係　

☎
85

－

６
１
４
６

▼
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日

▼
根
拠
条
項　

白
鷹
町
情
報
公
開
条

例
第
26
条
・
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
第
39
条

　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行
政

の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
わ
か

り
や
す
い
町
政
の
実
現
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
保
護
及
び
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ

い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

平
成
28
年
度　

情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

　 

の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す

●平成28年度の運用状況（件）

項　目
町長
部局

議会
事務局

教育
委員会

町立
病院

情報公開請求 １ １ ０ ０

情報公開等決定 １ １ ０ ０

情報公開不服申立 ０ ０ ０ ０

個人情報開示等請求 ０ ０ ０ ０

個人情報開示等決定 ０ ０ ０ ０

個人情報保護不服申立 ０ ０ ０ ０

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
総
務
係　

☎
85

－

６
１
２
０

　町では、「日本の紅（あか）をつくる町」を PR す
る目的から、「日本の紅（あか）をつくる町」及び
「SHIRATAKA  RED」ロゴマークを製作しています。
　ロゴマークは身の周りのさまざまなものに使用でき
ます。ホームページ記載の「ロゴマークデザイン使用
管理要綱」をご覧いただき、皆さんの名刺や印刷物、
商品などにぜひお使いください。使用料は無料です。
●目的　
　統一感のある訴求を通じ、町内の企業をはじめ、消
費者や市場、さらには広く社会に向けて情報発信力を
高めることを目指します。
●ロゴマークデザインの内容
⑴日本の紅（あか）をつくる町…図１
⑵ SHIRATAKA  RED……図２、３、４

「日本の紅
あか

をつくる町」・「SHIRATAKA  RED」ロゴマークが使用できます

●使用申請　
　このロゴマークを使用する際には、「ロゴマーク使
用申請書」の提出をお願いします。
　申請書は、事務局までおいでいただくか、町ホーム
ページ（http://www.town.shirataka.lg.jp/2146.html）
からダウンロードし、必要事項を記入のうえ提出くだ
さい。
●使用条件　
　デザインに加工を施さず使用してください。

【申請先・問い合わせ】
白鷹町「日本の紅（あか）をつくる町」連携推進本部
事務局（商工観光課交流推進係内）　☎ 85-6126

図１ 図２ 図４

図３
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■参加資格
・健康で、自分が希望するコースを完走で
　きる方
・壮年男子の部は、平成29年９月23日現
　在で、満40歳以上の方
■種目

▽  ハーフマラソン（制限時間２時間50分） 
①一般男子の部　②一般女子の部

▽  10km
①高校の部②一般男子の部③一般女子の部

▽  ５km　
①女子の部（高校生以上）②壮年男子の部

▽  ３km　①中学男子の部②中学女子の部

▽  ２km　小学生以上
■参加料
　一　般………3,000円
（２km の部は2,000円）
　高校生………2,000円
　小・中学生…1,000円
■申込締切
　払込票　７月18日（火）消印有効
　インターネット（RUNNET)　７月18日（火）
※ RUNNET「ゆずれーる」出走権譲渡成立
　の場合は７月31日（月）まで

■表彰
・２km、３km、５km の部は６位まで表彰
・10km 及びハーフマラソンの部は、男女  
　とも 30 歳未満、30 ～ 39 歳、40 ～ 49 歳、
　50 ～ 59 歳、60 ～ 69 歳、70 歳以上の
　年齢区分ごと６位まで表彰
・２km の部小学生は各学年男女６位まで
　表彰（１位はメダル授与）
※２km の部一般の表彰はありません。
■その他
・駐車場はスポーツ公園駐車場をご利用く
　ださい。会場までの無料シャトルバスが
　出ます。
・白鷹若鮎マラソン大会は、東京マラソン
　2018の提携大会です。ハーフマラソン
　または10km の部に出場された方の中か
　ら抽選で３名に出走権が与えられます。

【申し込みの問い合わせ】　

教育委員会生涯スポーツ係「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会事務局」
☎８５-６１４７（直通）　[FAX] ８５- ２１８３

ハーフ・10kmの部は
年代別表彰実施中！
豪華副賞もあります！

 第 52 回

白鷹若鮎マラソン大会

9．23
SATU

RDAY

土 ・ 秋分の日

　　　　　　　　　　　　　　　白鷹町立蚕桑小学校

　スタート／フィニッシュ

ジョセフ・オンサリゴさん（ケニア出身）

那須建設株式会社

田中　幸さん (山形市出身）

（公社）山形県スポーツ振興 21 世紀協会

Ⓒ SPORTS YAMAGATA 21

招 待 選 手



大
相
撲
五
月
場
所
（
５
月
14
～
28
日
）

取組 星取 決まり手

１日目 ○ 突き出し

３日目 ● 寄り切り

５日目 ○ 押し出し

７日目 ○ 押し出し

10日目 ○ 押し出し

11日目 ● 突き倒し

15日目 ○ 押し出し

西幕下７枚目　５勝２敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

自
分
ら
し
さ
が
光
っ
た
相
撲

　
理
想
の
カ
タ
チ
に
少
し
づ
つ

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

 「白鷹人育成基金」を活用し、白鷹中学校及び荒

砥高校に在籍する学生に、海外で学習する機会を

設けます。

　白鷹町まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げ

る“白鷹人「目を世界に、心ふるさと」プロジェ

クト”の一環として実施します。

●事業の目的
　豊かな国際感覚を養うとともに、明確な自己表
　現力を培い、国際性豊かな人材を育成する。
●場所
　オーストラリア（ケアンズ）

●内容
　現地にて、世界遺産に触れる体験やホームステ
　イ、学校交流訪問などを行います。また、事前
　・事後研修会、体験報告会を実施します。
●期間
　11月６日（月）～ 11日（土）※５泊６日
●対象
　町立白鷹中学校に在籍する中学３年生　８名
　県立荒砥高等学校に在籍する高校生　４名
※引率者男女１名ずつ、添乗員１名を予定。
☆募集方法については、後日対象者に直接お知ら

　せします。

●費用
　直接研修費は白鷹人育成基金を活用し実施しま
　すが、国内での食事代やパスポート発行などに
　ついては、参加者負担となります。

 ▽公費負担：直接研修費（航空券代金、宿泊費、
　　　　　　 現地交通費、現地食事代、通訳費
　　　　　　 用、研修費用、添乗員同行費用等）

 ▽参加者負担：直接研修費以外（パスポート発行
　　　　　　　代、ビザ取得代、国内での食事　
　　　　　　　代、旅行保険代等）

平成 29年度
白鷹町青少年国際交流事業

【問い合わせ】教育委員会学校教育係　☎ 85-6144

参加者大募集！

※引率者男女１名ずつ、添乗員１名を予定。
☆募集方法については、後日対象者に直接お知ら

　せします。

●
　直接研修費は白鷹人育成基金を活用し実施しま

　ついては、参加者負担となります。

▽▽

　　　　　　 現地交通費、現地食事代、通訳費
　　　　　　 用、研修費用、添乗員同行費用等）

▽▽

　　　　　　　代、ビザ取得代、国内での食事　
　　　　　　　代、旅行保険代等）

Are you ready？ ―さぁ、自分を変える準備はできましたか？

平成 28年度の参加者と現地の学生たち

Cairns
ケアンズ

白鷹から
約 6,000㌔

　
今
場
所
は
５
勝
２
敗
と
、

先
場
所
に
続
い
て
良
い
結
果

が
残
せ
ま
し
た
。

　

自
分
の
取
り
た
い
相
撲
が

少
し
づ
つ
取
れ
る
よ
う
に
な

り
、
相
撲
に
自
分
ら
し
さ
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

来
場
所
は
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
、
自
分
ら
し
い
相
撲
で

上
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

●15　　 広報しらたか　2017.6.12



関
取
を
気
合
で
つ
か
め
白
鷹
山　
　
　
　
　
　
　

坂
戸
市　

安
達　

功

こ
の
寒
さ
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
子
は
元
気　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

気
仙
沼
復
興
の
音
高
ら
か
に　
　
　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

気
合
い
入
れ
頬
を
叩
く
選
手
達　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

老
骨
に
気
合
い
の
汗
が
滲
み
出
る　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

気
合
い
入
れ
稲
作
始
め
奮
闘
期　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

気
に
い
ら
ぬ
話
し
は
そ
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト
に　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

気
に
す
る
な
言
わ
れ
余
計
に
気
に
か
か
り　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

気
付
け
て
な
い
つ
も
い
つ
も
の
お
気
遣
い　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

気
配
り
の
う
ま
い
あ
の
人
さ
り
げ
な
く　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

あ
の
娘
気
立
て
が
良
く
て
嫁
ほ
し
い　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

元
気
だ
せ
自
分
で
自
分
に
言
い
聞
か
せ　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

い
い
陽
気
三
月
四
月
う
か
れ
が
ち　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

気
が
つ
け
ば
辺
り
真
っ
暗
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

む
か
し
の
ギ
ャ
ル
身
形
気
に
せ
ぬ
歳
と
な
り　
　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

花
香
る
気
節
を
知
ら
せ
る
渡
り
鳥　
　
　
　
　
　

萩　

野　

紺
野　

五
月

気
を
つ
け
て
若
く
な
い
よ
と
古
希
の
足　
　
　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

ラ
ン
ド
セ
ル
小
さ
い
背
中
元
気
出
し　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

気
合
か
け
体
力
作
り
一
二
三　
　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

Ｊ
Ｋ
が
言
う
若
気
の
至
り
死
語
だ
と
か　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

ま
ん
か
い
桜
の
花
で
気
が
晴
れ
る　
　
　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

元
気
で
す
今
日
も
片
手
に
万
歩
計　
　
　
　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

達
者
だ
ね
其
の
気
に
な
っ
て
怪
我
を
す
る　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

元
気
よ
く
昭
和
を
歌
う
団
塊
に　
　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

気
は
あ
る
が
口
が
先
出
る
老
を
知
る　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

気
持
良
く
笑
顔
い
っ
ぱ
い
美
談
の
花　
　
　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

気
が
付
け
ば
買
い
物
カ
ー
ト
杖
代
わ
り　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

嫁
姑
違
う
気
く
ば
り
人
生
譜　
　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

元
気
よ
く
学
校
へ
行
く
新
児
童　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

フ
キ
ノ
ト
ウ
朝
の
散
歩
の
気
持
よ
さ　
　
　
　
　

十　

王　

松
野
い
せ
子

し
ら
た
か
の
皆
さ
ん
元
気
私
し
も
よ　
　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

気
合
か
け
老
骨
鞭
打
つ
時
も
あ
る　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

い
ろ
い
ろ
な
薬
を
飲
ん
で
元
気
で
す　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

シ
ワ
笑
顔
元
気
対
話
で
握
手
ヨ
シ　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

カ
ラ
元
気
今
日
も
朝
か
ら
シ
ャ
ガ
レ
声　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 気 ―　　 

次回「木」六月二十五日まで。　「知」七月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
サ
ッ
カ
ー

大
好
き
澤
邊
で
す
。

　

少
し
振
り
返
っ
て
４
月
。
今
年
の

桜
は
長
い
期
間
見
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
各

地
に
咲
い
て
い
る
桜
を
た
く
さ
ん
写

真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
「
写
真
使
わ
せ
て
！
」

白鷹町のたくさんの魅力を
切り取って伝えています。 

地域おこし協力隊　澤邊　聖

第16回

地域おこし協力隊通信

人
が
た
く
さ
ん
あ
る
白
鷹
町
。
そ
の

魅
力
を
切
り
取
っ
て
、
改
め
て
お
伝

え
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
６
月
か
ら
荒
砥
小
学
校
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
講
師
と
し
て
も
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
を
通
し
て
も
白
鷹
町
に
還
元
で

き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

白鷹町の魅力を切り取るために

一眼レフカメラを新調しました

と
言
わ
れ
る
こ
と
も

増
え
ま
し
た
。
観
光

協
会
や
地
域
お
こ
し

協
力
隊
、
個
人
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

も
写
真
を
ア
ッ
プ
し

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

桜
以
外
に
も
素
敵

な
風
景
・
モ
ノ
・
花
・

　

各
コ
ミ
セ
ン
で
も

体
を
動
か
せ
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
で
き
な

い
か
考
え
中
で
す
。

写
真
に
関
し
て
も
、

依
頼
が
あ
れ
ば
行
け

る
範
囲
で
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

フラワー長井線と桜。お気に入りの

１ショットです
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「おてがみどうぞ」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 ５月 ５月
月　日 行　　事　　名

5月 1日
議会運営委員会

第 3回白鷹町議会臨時会

5月 2日
平成 29 年度介護職員初任者研修事業開講式

白鷹町校長 ・教頭歓送迎会

5月 3日
鞍置八幡神社春季例大祭

山の神祭典

5月 4日 皇太神社例大祭

5月 8日 いきいき深山郷交流広場整備工事竣工祝賀会

5月 9日
白鷹町統計調査員協議会総会及び研修会

第 52 回白鷹若鮎マラソン大会実行委員会

5月 10日

こぶし会赤十字奉仕団総会

白鷹町更生保護女性会総会

山形県道路整備促進協議会通常総会

平成 29 年度市町村長会議

5月 11日

議会運営委員会

議会全員協議会

第 4回白鷹町議会臨時会

白鷹町芸術文化協会総会

5月 12日
山形県水源林造林協議会平成 29 年度役員会

置賜地方町村会定期総会

5月 13日 白鷹山夏山開き （白鷹山虚空蔵尊祭礼）

5月 15日 日赤山形県支部白鷹町分区運営協議会

5月 16日
定例課長会

白鷹町商工会建工部会通常総会

月　日 行　　事　　名
5月 18日 重要事業要望 （東京都）

5月 19日
道路整備促進期成同盟会全国協議会「命と暮ら
しを守る道づくり全国大会」 （東京都）

5月 20日 フラワーロードパーク第 1回ボランティア作業

5月 21日 三ツ滝不動尊祭礼

5月 22日
産建文教常任委員協議会

山形県町村会第 2回総会

5月 23日
置賜総合開発協議会第 60 回総会

「最上川上流トップセミナー」 及び 「第３回最上
川上流大規模氾濫時の減災対策協議会」

5月 24日 全国水源林造林協議会連合会総会

5月 25日 山形地区国道協議会総会 （東京都）

5月 26日

買い物環境充実支援実証実験事業
御用聞き業務出発式

置賜地域地場産業振興センター理事会

定例課長会

白鷹町職員退職者の会総会

白鷹町観光協会総会

5月 29日
置賜地区救急医療対策協議会監査

議会運営委員会

5月 30日

平成 29 年度第 2回西置賜行政組合議会臨時会

山形鉄道公共交通活性化協議会

フラワー長井線利用拡大協議会総会

町体育協会評議員会

5月 31日 「しらたか木育宣言」 積み木贈呈式

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

5月 8日

御祝 3,000　
江戸千家山形不白会結成
50 周年記念春の茶会

香典 10,000　
町医療行政関係者ご親族
弔慰金

御祝 3,400　 鞍置八幡神社春季例大祭

御祝 3,400　 皇太神社例大祭

5月 11日 御祝 3,200　 羽黒神社例大祭

5月 15日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
5月 22日 御祝 3,200　 山の神祭典

5月 22日 御祝 3,300　 大里神社例大祭

5月 22日 御祝 3,100　
深山観音堂 ・稲荷神社例
大祭

5月 29日 香典 3,000　 職員ご親族弔慰金

5月 30日 御祝 5,000　 東部工業団地会総会

計 45,600　

子「はい！せんせいにおてがみ」

保「えっ？あした、何がんばるの？」

子「あした　わたしたち（年長児）バスりょこうでいな

　　いから、Ａ子せんせい、ひとりできくぐみさん（年

　　少児）のめんどうするんでしょう。だから、がんばっ

　　てね」

保「あっ、そういうことね。了解！がんばります。Ｓ子

　　ちゃんたちは、バスりょこう楽しんできてね」

お留守番の小さい子や先生のことを気にかけてくれた年

長児。後日、おみやげのクッキーをみんなで食べました。ひがしね保育園

保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」保「えっ？あした、何がんばるの？」

Ａ子（せんせい）
あした  がんば（っ）てね

Ｓ子　
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.49The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

　一人ひとりの健康づくりを応援するために、昨年度

に引き続き、町民の皆さんの健康づくり活動をポイン

ト化する「しらたか健紅マイレージ」を実施します。

　●対象　町内にお住まいの 19歳以上の方

　　　　　（平成 30年４月１日現在年齢）

　●実施期間　平成 30年３月 31日まで

　●事業の流れ　下記のとおり

今年度も
しらたか健

けんこう

紅マイレージを実施します

１．ポイント記録票を手に入れポイントを貯める

①健康福祉センター、各地区コミュニティセンター、

　町の健康づくり事業参加、ホームページ等で記録　

　票を手に入れます。

②健康づくりに取り組み、ポイントを貯めましょう。

　（健診を受けて 20ポイント、健康教室参加で 10ポ
　イント、健康づくりの目標を決めて取り組んで 30
　ポイント等）

※昨年度の記録票にポイントを貯めていただくこともで

　きます。平成 29年４月以降の健康づくりについて記入
　してください。

２．ポイント達成 ･健康づくり応援カード取得

① 50ポイント貯まったら健康福祉課に届け出ます。
②県の「やまがた健康づくり応援カード」（発行から

　１年間有効）の交付が受けられ、町の抽選にも応募

　できます。

３．特典を得る

①健康づくり応援カードの提示でサービス等の特典

　県内健康づくり協力店でカードを提示することでさ

　まざまなサービスが受けられます。

②抽選で健康グッズ等の特典

　抽選で健康グッズ等の景品がもらえます。

※昨年度は応募のあった方のうち 53名の方に景品をお届
　けしました。

健康づくりに取り組んで
ポイントを貯めよう！

《昨年度参加した方のアンケート結果より》

【役立った理由】

・健康に注意するようになった。

・今までの運動不足を認識し、定期的に進んで

　健康づくりの団体に参加するようになった。

・買い物に行くのもなるべく歩いて行くように

　努力した。

・個人ではなかなかできないことも、みんなで

　するとできた。

・健康づくりの目標を立てることで意識付けに

　なり、がんばることができた。

・体調が良くなった。などなど

マイレージは健康づくりに役立ったか

未記入
12.0％

役立たな
かった
3.0％

役立った
85.0％

事業別のポイント割合

健康診査
41.0％

健康教室
20.0％推進員

5.0％

介護予防
1.0％

ボランティア
12.0％

イベント
2.0％

その他
19.0％

50ポイントの内訳では、健康診査や健康教室、
ボランティアでポイントを貯めた方が多かった

です。
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　介護職員初任者研修事業開講式が５月２日に行われました。荒砥高
校からは、高い志を持った 2人の生徒がお世話になります。10月ま
での間に 130 時間に及ぶカリキュラムや施設実習にのぞみますので、
目標に向かってがんばる２人の応援をよろしくお願いします。

荒高掲示板 
平成 29年度介護職員
初任者研修事業が開講

～今年もよろしくお願いします～

　６月 24 日（土）に、荒砥高
校体育祭が行われます。
　ぜひ学校にお越しいただき、
生徒の様子をご覧になってくだ
さい。お待ちしています。

荒砥高校『体育祭』　

いつ：６月 24日（土）

どこで：荒砥高校グランド

●入場行進・開会式　8:50 ～
●競技開始　9:30 ～
●団体種目　・男女リレー　・騎馬戦　・竹取り物語　・綱引き

　　　　　　・タイフーン　・まり入れ　・２人３脚リレー

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

豆
くらしの

知識

【相談先】 

消費者ホットライン

１
い や や

８８

vol.61

【
相
談
事
例
】

　自宅に「消費生活センター」を名乗った電

話があり、「何歳か、一人暮らしか」などを

質問され、答えてしまった。消費生活センター

で、このような電話をすることはあるのか。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

最寄りの消費生活相談窓口

をご案内します。

（山形県消費生活センター）

☎023-630-3238

山形県消費生活セン
ターを語る

ニセ電話に騙されな
いで !

　消費生活センターから電話して個人情報を聞くことはありません。（※ご相談

を受けている件でお電話をすることはあります。）また、「国民生活センター」

を語るケースもあります。

　このような不審な電話を受けた場合は、絶対に個人情報を教えないでくださ

い。詐欺に発展する可能性があります。少しでも不安な場合は、すぐに消費生

活相談窓口にご相談ください。

▼ ▼アドバイス！

　６月 24 日（土）に、荒砥高

荒砥高校
体育祭に

ぜひお越
しください
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　誰もが気軽に参加できる場として、「のど
かカフェ」を開催しています。お茶を飲みな
がら参加者同士で認知症や介護、介護予防、
健康づくり等について情報交換をしていま
す。毎月第４水曜日に開催しています。

地域包括支援センター ℡86-0112

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　６月 28日（水）午後２時～３時 30分
※申込不要。直接会場にお越しください。

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係   ☎86-0112

一般介護予防事業　
元気わくわく教室のご案内 

　各地区コミュニティセンターで定期的に運動に取り組むこ
とにより、運動習慣を身に着け、介護予防と健康寿命の延伸
を図ることを目的に実施しています。
　運動の指導は、白鷹町総合型地域スポーツクラブ「ＲＯ＊
ＫＵ」の指導員が行います。
●対 象 者　支援や介護の必要がない 65歳以上の方
●会　　場　各地区コミュニティセンター
●定　　員　各地区 20名
●利 用 料　１回あたり 200 円
●実施日程　週１回実施

曜 日 時　　間 場　　所

月曜日
午前10時～ 11時30分 十王地区コミュニティセンター

午後１時30分～３時 東根地区コミュニティセンター

水曜日 午前10時～ 11時30分
蚕桑地区コミュニティセンター

※定員になりました。

木曜日
午前10時～ 11時30分 鷹山地区コミュニティセンター

午後１時30分～３時 荒砥地区コミュニティセンター

金曜日 午前10時～ 11時30分 鮎貝地区コミュニティセンター

・動きを繰り返し教えてもらえ

　るのでとても助かります。

・膝の調子が良くなりました。

・週１回みんなの顔を見ながら

　運動できるのがいいです。

・何をさておいても来たい教室

　になりました。

【申し込み・問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112

参加者の

声

さぁ、参加してみましょう！

６月開催「のどかカフェ」のご案内

広 

告

 
平成 29年 5月 26日 

 

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

0238-87-8000 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科 

児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4 月 1日より新しく 熊澤 豊 医師が入職され、診療体制が充実しました。 

専門は消化器内科ですが、内科一般幅広く対応いたします。 

診察日は月・火・水・木曜日の 9時～12時、14時～17時です。 

診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 

●20　　 広報しらたか　2017.6.12



広 

告

!
　　 あんしん×あんぜん

道路横断中の交通事故に要注意！

町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

○ 

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
遭

わ
れ
た
際
に
、
見
舞
金
を
差
し
上
げ
お
互
い
助
け

合
う
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
方　

白
鷹
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方
。（
就
学
の
た
め
県
外
及
び
県
内
他
市
町
村

に
住
所
を
有
す
る
学
生
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。）

▼
共
済
会
費　

一
人
年
額
４
０
０
円
（
中
途
に
加

入
さ
れ
る
場
合
も
同
額
）

▼
平
成
29
年
度
の
共
済
期
間　

７
月
１
日
か
ら
平

成
30
年
６
月
30
日
ま
で

▼
平
成
29
年
度
の
申
込
期
間　

６
月
30
日
（
金
）

ま
で
（
７
月
以
降
も
随
時
受
付
け
ま
す
が
、
共
済

開
始
日
は
受
付
日
以
降
か
ら
と
な
り
ま
す
。）

▼
申
込
受
付
場
所　

役
場
町
民
課
く
ら
し
環
境
係

１
階
３
番
受
付
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
。
た
だ
し
、
月
曜

日
は
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

※
７
月
以
降
の
場
合
も
町
民
課
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
配
布
し
ま
せ
ん
の
で
（
前
年
度
加
入

　

者
の
み
配
布
）
、
加
入
希
望
の
方
は
直
接
、
町

　

民
課
く
ら
し
環
境
係
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く

　

だ
さ
い
。

注
）
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
扱
い

ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
、
山
形
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合

　

白
鷹
支
部
事
務
局
（
町
民
課
く
ら
し
環
境
係
）

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　  ドライバーの安全対策

①前をよく見て運転に集中 !

②周囲に横断しようとする人がいないか注意しながら運転しましょう。

③ハイビームの積極活用 !

・ロービームは照射距離約 40ｍ
・ハイビームは照射距離約 100ｍ
☆夕暮れ時は早めのヘットライト点灯を心がけ、歩行者や自転車を事故

　から守りましょう。

40m 100mロービーム ハイビーム

　  歩行者の安全対策

①横断前に一呼吸おいて、車が来ないか十分確認！

②左右を遠くまで見て、車が来ないのを確認してから横断しましょう。

③明るい服装で、夜光反射材を着用しましょう。

④横断歩道が近くにある場所では、横断歩道を利用しましょう。

⑤横断前と横断途中の２回、車両が来ないか確認しましょう。

飲酒運転は凶悪犯罪！飲酒運転は凶悪犯罪！

●飲酒運転は、重大な交通

　事故を起こす恐れが高

　く、極めて危険で悪質な

　行為です。

●飲酒運転をすると、刑事

　罰や行政処分を受けるだ

　けでなく、勤め先からの

　解雇や隣近所からの孤立

　など社会的な制裁を受

　け、さらには家庭崩壊を

　招く場合もあの恐ろしい

　犯罪です。

●飲酒運転を「しない、さ

　せない、許さない」を徹

　底し、みんなで飲酒運転

　を撲滅しましょう。
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田勢康弘氏講演会

ーー JUST BETWEEN USーー
ここだけのはなし

白鷹にいながら、世界がわかる。

白鷹学講座 2017  パート 1

（金）6.23 19:30̃

政局・芸能・国際社会 ... 気になるあの話題の裏側を、

ジャーナリストの田勢康弘氏にお話しいただきます。

どんな話が飛び出すか、乞うご期待！！

白鷹町産業センター
「パワーセンター白鷹」 にて

入場無料　（整理券が必要です）

整理券取扱い

白鷹町教育委員会・白鷹町中央公民館

文化交流センターあゆーむ

各地区コミュニティセンター

白鷹町産業センター

主催：白鷹学講座企画委員会、白鷹町教育委員会、白鷹町中央公民館

問合せ：教育委員会  生涯学習・文化振興係（TEL 85-6146)

（19:00 開場）

【講師】

ジャーナリスト　

田勢 康弘  氏

【たせやすひろ氏プロフィール】

1944 年 中国黒龍江省生まれ。

中学時代は荒砥在住、荒砥中在籍。父母の故郷は旧蚕桑村。

早稲田大学第一政治経済学部政治学科卒業。

日本経済新聞社入社、ワシントン支局長、政治部次長、

編集委員、論説副主幹、コラムニストを歴任。

東京大学講師、米国ハーバード大学上席研究員、

早稲田大学教授も務められ、2008 年からは 8年間、

テレビ東京系列で報道番組「田勢康弘の週刊ニュース新書」

のキャスターを務める。

現在、ジャーナリスト、田勢康弘事務所代表、

一般社団法人「心を伝える歌の木を植えよう会」代表、

「日中ジャーナリスト会議」日本側座長。

白鷹中学校校歌 作詞者。
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広 

告

・
小
中
学
生
は
大
人
同
伴
で
可
能
と

　

し
ま
す
。

・
危
険
防
止
や
安
全
に
つ
い
て
は
、

　

各
自
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
漁
業
協
同

組
合
白
鷹
支
部　

☎
85

－
０
０
６
７

　　

第
27
回
ｓ
ｅ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
演
奏
会

　

益
田
正
洋
ギ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル

▼
い
つ　

７
月
23
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
場
／
２
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

・
前
売
り　

２
５
０
０
円

・
当
日　
　

３
０
０
０
円

・
中
学
生
以
下　
　

無
料

※
中
学
生
以
下
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

白
鷹
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
、
ギ
タ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
セ
ン
プ
レ

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
セ
ン
プ
レ

☎
０
２
３
８

－

47

－

５
５
６
０

渡
辺
え
り
コ
ン
サ
ー
ト
・
秋

　

〝
愛
を
歌
う
〞

▼
い
つ　

９
月
17
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
開
場
／
３
時
開
演

▼
ど
こ
で　

シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う

催
　
し

募
　
集

の
〜
ん
び
り
！
い
き
い
き
！

　

   

の
ど
か
村
ま
つ
り

　
～
初
夏
の
一
日
、

　
　
　

の
ん
び
り
し
ま
せ
ん
か
。
～

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

の
ど
か
村
（
深
山
）

▼
内
容　

青
竹
流
し
ソ
ー
メ
ン
（
大

人
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
円
）、

山
大
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

（
科
学
実
験
に
挑
戦
し
よ
う
）、
さ

く
ら
ん
ぼ
の
種
飛
ば
し
に
挑
戦
!
、

工
芸
体
験
（
陶
芸
、
和
紙
漉
き
、
和

紙
人
形
制
作
※
い
ず
れ
も
有
料
）、

そ
ば
券
や
工
芸
品
が
当
る
会
場
内
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
。

　

お
馴
染
み
の
手
打
ち
そ
ば
、
売
店

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
「Café

の
ど
か
村
」
も

開
設
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山
郷

の
ど
か
村　

☎
85

－

０
３
８
０

第
54
回
（
雑
魚
）
釣
り
大
会

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
日
）

　

午
前
６
時
30
分
〜
受
付

※
受
付
が
済
ん
だ
方
か
ら
各
々
の
場

所
で
釣
り
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
昼
12
時　

審
査
、
表
彰

▼
ど
こ
で　

最
上
川
（
高
玉
の
揚
水

場
〜
大
平
橋
）

※
受
付
・
審
査
は
「
あ
ゆ
茶
屋
駐
車

場
」
で
行
い
ま
す
。

▼
会
費　

無
料
（
保
険
料
、
賞
品
等

は
漁
協
で
負
担
し
ま
す
。）

▼
審
査
と
表
彰　

目
方
賞
（
総
重
量

で
１
位
〜
５
位
）

※
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
に
は
特
別
賞
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
全
員
に
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

・「
鯉
」
は
移
動
禁
止
の
た
め
対
象

　

外
と
し
ま
す
。

・
釣
り
内
容
に
不
当
と
認
め
ら
れ
る

　

と
き
は
失
格
と
し
ま
す
。

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

ホ
ー
ル
（
南
陽
市
文
化
会
館
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金

・
前
売
り　

３
０
０
０
円

・
当
日　
　

３
５
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

白
鷹
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
、
南
陽
市

文
化
会
館

※
６
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

販
売
開
始
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

渡
辺
え
り
コ
ン
サ

ー
ト
制
作　

菊
地

☎
０
９
０

－

４
８
８
６

－

１
５
１
１

　

第
42
回
陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽

　

隊
定
期
演
奏
会

▼
い
つ　

７
月
８
日
（
土
）

　

午
後
１
時
開
場
／
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

天
童
市
市
民
文
化
会
館

▼
主
催　

陸
上
自
衛
隊
第
６
師
団

▼
主
演　

第
６
音
楽
隊

▼
入
場
料　

無
料
（
自
由
席
）

▼
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
応
募

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
応
募
要
領
の
詳
細
は
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
、
第
６
師
団
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.m
od.

go.jp/gsdf/neae/6d/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

６
月
21
日（
水
）必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
問
い
合
わ
せ　

陸
上
自
衛
隊
第
６

師
団
司
令
部
広
報
室

☎
０
２
３
７

－

48

－

１
１
５
１

（
内
線
５
３
７
４
）

保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

や
ま
な
み
学
園
で
は
入
所
児
童
の

療
育
支
援
を
行
な
う
保
育
士
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
勤
務
先　

山
形
県
立
や
ま
な
み
学

園
（
長
井
市
今
泉
１
８
１
２
）

▼
資
格　

保
育
士
資
格
必
須　
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連
合
会
へ
の
出
荷
は
、「
紅
の
花
を
咲

か
せ
る
会
」
を
通
じ
て
出
荷
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

日
本
の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
連

携
推
進
本
部
（
白
鷹
町
商
工
観
光
課

内
）
樋
口　

☎
85

－

６
１
３
６

は
か
り
の
定
期
検
査
に
つ
い
て

　

取
引
や
証
明
（
商
売
に
使
用
し
て

い
る
も
の
）
な
ど
に
使
用
す
る
は
か

り
は
、
２
年
に
一
度
の
定
期
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
は
か
り

を
お
持
ち
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
４
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
役
場
敷
地
内

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商
工

振
興
係　

☎
87

－

０
６
９
６

　

平
成
29
年
度　

置
賜
社
会
教
育

　

振
興
会
・
置
賜
地
区
青
少
年
育

　

成
連
絡
協
議
会
研
修

「
有
馬
正
史
氏
講
演
会
」
の
ご
案
内

　

子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る
力
」
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
い
か
に
支
援
し

て
い
く
か
を
と
も
に
考
え
、
学
び
合

え
る
研
修
会
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

お
し
ら
せ

▼
い
つ　

６
月
24
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
～

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ
「
舞
と
音
楽
の
ホ
ー
ル
」

▼
内
容　

「
生
き
る
力
」
の
根
幹
で

あ
る
人
間
力
（
自
助
力
と
共
助
力
）

を
育
む
た
め
に
は
何
が
必
要
か

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係　

☎
85

－

６
１
４
６

重
要
文
化
財
観
音
寺
観
音
堂

　
（
深
山
観
音
）
保
存
修
理
現
場

　

  

見
学
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

現
在
行
っ
て
い
る
観
音
寺
観
音
堂

の
茅
葺
屋
根
葺
き
替
え
工
事
現
場
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▼
ど
こ
で　

観
音
寺
観
音
堂
境
内

▼
内
容　

茅
葺
屋
根
全
面
葺
き
替
え

工
事
概
要
説
明

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
歩
き
や

す
い
靴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
確
認
は
、
当

日
午
前
８
時
30
分
以
降
に
役
場
日
直

（
☎
85

－

２
１
１
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯

学
習
・
文
化
振
興
係

☎
85

－

６
１
４
６

　
　

　
　

き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い

　
　

ふ
る
さ
と
運
動

　

今
年
も
７
月
２
日
（
日
）
に
「
き

れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運

動
」
が
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

各
地
区
で
計
画
さ
れ
る
活
動
へ
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
区
長
・
町
内
長
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

　

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

　

（
高
卒
者
試
験
）
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
度
の
試
験
を
次
の
通
り

実
施
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格　

平
成
29
年
４
月
１
日

に
お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２
年
以

内
の
方
及
び
平
成
30
年
３
月
ま
で
に

高
等
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
10
日（
日
）

▼
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

７
月
11
日

（
火
）
午
前
10
時
～
20
日
（
木
）

・
郵
送　

７
月
11
日
（
火
）
～
14
日

（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
地
方
裁
判
所

事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

☎
０
２
３

－

６
２
３

－

９
５
１
１

　
　♡

７
月
の
開
催
日

　

７
月
12
日
（
水
）

♡
８
月
の
開
催
日

　

８
月
９
日
（
水
）

▼
時
間　

午
後
４
時
～
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
相
談
室
及
び「K

`s space

」

（
山
口
・
喜
多
楼
隣
）

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－
０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

▼
勤
務
形
態　

三
交
替
勤
務
（
夜
勤

あ
り
）

▼
雇
用
期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
や
ま
な

み
学
園　

☎
88

－

９
３
１
１

　

ひ
ま
わ
り
・
社
交
ダ
ン
ス
会
員

　

を
募
集
し
ま
す

　

社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方
、

何
か
健
康
に
つ
な
が
る
よ
う
な
良
い

趣
味
を
お
探
し
の
方
、
一
緒
に
身
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
小
学
校
体
育
館

▼
会
費　

入
会
金
２
０
０
０
円
・
月

３
０
０
０
円

▼
講
師　

男
女
・
Ｊ
Ｂ
Ｄ
Ｆ
地
域
指

導
員　

▼
服
装　

普
段
着
・
内
履
き
運
動
靴

▼
対
象　

老
若
男
女
問
わ
ず
ど
な
た

で
も
。

■
問
い
合
わ
せ　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ひ
ま
わ
り　

☎
０
９
０

－

１
９
３
５

－

２
５
１
５

「
紅
餅
」「
す
り
花
」「
乱
花
」

　
　

の
生
産
を
応
援
し
ま
す

　

紅
花
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
白
鷹

町
。
さ
ら
に
生
産
量
を
増
加
す
る
た

め
、
紅
花
を
栽
培
し
、
山
形
県
紅
花

生
産
組
合
連
合
会
へ
「
紅
餅
」「
す

り
花
」「
乱
花
」
を
出
荷
さ
れ
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
要
件　

山
形
県
紅
花
生
産
組

合
連
合
会
へ
出
荷
し
た
方
に
限
り
ま

す
。

▼
交
付
金
額　

１
㌔
あ
た
り
（
１
級

品
の
場
合
）
紅
餅
５
０
０
０
円
、
す

り
花
４
０
０
０
円
、
乱
花
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

６
月
30
日（
金
）正
午

▼
注
意
点　

山
形
県
紅
花
生
産
組
合
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　【問い合わせ】教育委員会生涯スポーツ係　☎ 85-6147

　今年７月下旬から８月中旬にかけて山形県・宮城
県・福島県の３県においてインターハイが開催されま
す。山形県での開催は昭和47年以来45年ぶりとなり、
県内では総合開会式と９競技 10種目の競技が行われ
ます。
　白鷹町においては、女子ソフトボール競技が長井市
と共同で開催されます。予選を勝ち抜いた都道府県代
表各１校と山形県開催地枠で出場する１校、計 48校
が全国優勝の優勝旗を目指して熱戦を繰り広げます。
ぜひ試合をご観戦くださり、ご声援をお願いいたしま
す。また、全国各地からおいでになる選手・監督・観
客・役員の皆さんをおもてなしの心で温かくお迎えし
ましょう。
　期間中、周辺道路では混雑が予想されます。皆様の
ご協力をお願いいたします。

平成 29年度全国高等学校総合体育大会
女子ソフトボール競技が白鷹町で開催されます

7月30日  日
8月    2 日  水

［ 試合日程 ］女子ソフトボール競技
白鷹町ソフトボール場
白鷹町野球場
長井市野球場／あやめ公園多目的運動広場

会
　
場

㊤平成 27年度近畿インターハイ女子ソフトボール競技

の表彰式の様子　㊦５月３～５日に町ソフトボール場で

行われた置賜さくら杯（リハーサル大会）での選手宣誓
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【利用期間】６月 18日（日）～８月 31日（木）

▼  セット数　3,000 セット

▼  購入数　一世帯あたり 10セットまで
　（１セットごとにお求めいただけます。）

▼  販売日　６月 18日（日）～
　※売り切れ次第終了。

▼  販売場所　白鷹町産業センター（パワーセンター
　白鷹）、白鷹町文化交流センター　あゆーむ

▼  対象商店など　
　商品券でのお買物は、ポスターの貼ってあるお店
　でどうぞ。詳しくは６月 13日（火）の朝刊折込
　チラシをご覧ください。

商品券のイメージ
↓

【注意事項】

・ＵＣ商品券、各種商品券、ビール券、プリペ

　イドカード、切手、印紙などの金券等を購入

　することはできません。

・利用期間を過ぎると利用できなくなります。

商品券のイメージ
↓↓

しらたかプレミアム商品券発売！

1,000円の商品
券が、

11枚（１セット
）で 10,000円！

1,000円お得な
商品券です

。

1,000
11
1,000

【問い合わせ】白鷹町商工会　☎８５-００５５

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.60 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

 問
い
合
せ
・申
し
込
み
は 

す
べ
て
事
務
局
ま
で
♪ 

◎
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾 

 

平
日
の
午
前
中
に
軽
い
運
動
で

一
日
を
ス
タ
ー
ト
！ 

 

仲
間
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を

始
め
ま
せ
ん
か
。 

▼
い
つ 

毎
週
火
曜
午
前
１０
時
～ 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

大
人
・
シ
ニ
ア 

※
６
月
13
日
、
６
月
27
日
、 

 

７
月
11
日
は
ス
ト
レ
ッ
チ
。 

 
 

６
月
20
日
、
７
月
４
日
は
３
Ｂ 

体
操
に
な
り
ま
す
。 

◎
ヨ
ガ
＆
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
教
室 

 

ヨ
ガ
は
、
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
運
動
経
験
の
な
い
方
で
も
始
め

や
す
く
続
け
や
す
い
。 

 

疲
労
回
復
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に 

効
果
大
！ 

 

プ
ロ
の
講
師
が
丁
寧
に
指
導
い
た

し
ま
す
。 

▼
い
つ 

 

６
月
26
日(

月
） 

 
 

 
 

＋
10
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

 
 

 

指
導
者 

今
野 

陽
介 

氏 

▼
い
つ 

 

７
月
10
日(

月
） 

 
 

 
 

 

ヒ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ヨ
ガ 

 
 

 

指
導
者 

秋
葉 

裕
子 

氏 

▼
時
間 

 
 

 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場 

所 

東
陽
ホ
ー
ル 

▼
対 

象 

ど
な
た
で
も 

▼
参
加
費 

会
員 

５
０
０
円 

 
  

 
 

非
会
員 

８
０
０
円 

 
 

体
験 

初
回
無
料 

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 
 (事務局：白鷹町武道館内) 

tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

◎
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ 

 
 

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル 

▼
毎
週
月
曜 

▼
午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分 

（
な
で
し
こ
午
後
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
場
所 

東
陽
グ
ラ
ン
ド 

▼
対
象 

キ
ッ
ズ
・
未
就
学
児
男
女 

 
 

 
 

 

な
で
し
こ
・
小
学
生
女
子 

◎
社
交
ダ
ン
ス
教
室 

 

ダ
ン
ス
に
役
立
つ
健
康
的
な
カ
ラ

ダ
づ
く
り
の
骨
体
操
、
ロ
コ
モ
体
操

な
ど
の
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
ラ
テ
ン
、
モ
ダ
ン

の
基
本
ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
楽
し
く

ダ
ン
ス
！ 

▼
毎
週
木
曜 

▼
午
後
７
時
～
９
時 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

大
人 

※
初
回
限
定
無
料
体
験
が
で
き
ま

す
。(

保
険
加
入
の
た
め
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
参
加
日
の 

３
日
前
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。) 
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谷
口
よ
う
こ
深
山
和
紙
人
形
展

● ▼
い
　
つ
　
7
月 

8
日（
土
）〜
　

　
8
月
20
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

▼
写
　
真
　
鍵
井
靖
章
、
前
川
貴

　
行
、
松
本
紀
生
、
山
形
豪
　

▼
観
覧
料 

一
般
個
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
高
校
生     

２
０
０
円

　
　
　
　
　
中
学
生
以
下      

無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

▼
企
　
画
　
㈱
風
景
写
真
出
版

　
極
北
、
砂
漠
、
水
中
な
ど
、
人

間
が
生
活
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も

厳
し
い
環
境
の
中
、
力
強
く
、
そ

し
て
気
高
く
生
を
営
む
、
哺
乳
類

や
鳥
な
ど
の
生
き
物
た
ち
の
姿
を
、

若
手
動
物
写
真
家
た
ち
が
捉
え
た

写
真
作
品
。
写
真
家
と
動
物
た
ち

の
息
詰
ま
る
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て

く
る
、
高
画
質
の
銀
塩
プ
リ
ン
ト

の
写
真
か
ら
、
改
め
て
生
命
の
尊

厳
や
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

vol.

93

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

▼
い
　
つ
　
7
月
16
日（
日
）

　
午
後
2
時
開
演

　 （
午
後
1
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
中
学
生
以
上
　
1
5
0
0
円

　
4
歳
〜
小
学
生
　
5
0
0
円

　
3
歳
未
満
　
無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
　

セ
ン
タ
ー

　
チ
ケ
ッ
ト
ほ
か
詳
細
は
あ
ゆ
ー

む
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
い
　
つ
　
7
月
17
日
（
月
・
祝
）

　
午
後
2
時
開
始
（
午
後
1
時
45

　
分
か
ら
受
付
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円
（
小
学

　
生
以
上
・
ラ
イ
ブ
に
ご
参
加
い

　
た
だ
い
た
方
は
5
0
0
円
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
思
い
切
り
声
と
体
を
使
っ
て
、

楽
し
い
ポ
リ
リ
ズ
ム
（
複
合
リ
ズ

ム
）
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

ぜ
ひ
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
8
月
5
日
（
土
）
午
後
2
時
か

ら
は
、
石
川
薫
さ
ん
（
隔
月
刊
「
風

景
写
真
」
編
集
長
）
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
。
４
人
の
写
真

家
に
つ
い
て
、
ま
た
撮
影
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
い
　
つ
　
7
月
2
日
（
日
）

　
午
後
7
時
開
演

　（
午
後
6
時
30
分
開
場
）　

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般  

　
　
　
2
5
0
0
円

　
高
校
生
以
下  

１
5
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
定
　
員
　
2
0
0
名

▼
チ
ケ
ッ
ト   

あ
ゆ
ー
む
、

　
中
央
公
民
館
ほ
か

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

　
上
方
落
語
の
若
手
第
１
の
実
力

者
、テ
レ
ビ
等
で
も
活
躍
中
の
桂
吉

弥
さ
ん
、本
町
６
度
目
の
公
演
で
す
。

前
座
は
桂
そ
う
ば
さ
ん
で
す
。

落
語
会

　
箱
に
鉄
片
を
並
べ
た
だ
け
の

ア
フ
リ
カ
の
楽
器
・
親
指
ピ
ア

ノ
を
演
奏
す
る
サ
カ
キ
マ
ン
ゴ

ー
は
、現
地
で
音
楽
修
行
し
伝

統
を
継
承
す
る
一
方
、楽
器
を

大
胆
に
電
気
化
し
て
現
代
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
の
融
合
を
図
る
気

鋭
の
音
楽
家
で
す
。

平成29年７月までの休館日
6/12（月）・19（月）・26（月）
7/3（月）・10（月）・18（火）・24（月）・31（月）

6
月
30
日（
金
）ま
で
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【５月１日～５月31日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

高　岡　  安　部　キ　リ     89

箕和田　  土　屋　儀　一      91

十　王　  佐　藤　吉　榮      98

萩　野　  佐　藤　み　つ      97

十　王　  青　木　マ　ス      90

荒砥甲　  五十嶺　　茂　      86

滝　野  　齋　藤　つ　わ      81

山　口　  渡　部　　　よ      93

横田尻　  鈴　木　仁　助      89

大　瀬　  後　藤　忠　男      80

菖　蒲　  川　村　勝　利      74

畔　藤　  小　形　きく子      92

鮎　貝　  鈴　木　七十郎 　71

高　玉　  　　野　清　助      85

荒砥甲　  川　合　里　恵      36

針　生　  　　野　みよゑ 　86

荒砥甲　  横　山　清　市      67

十　王　  新　納　一　雄 　76

山　口　  大　嶋　す　い 　83

深　山　  今　　　つ　ね 　91

お　く　や　み

 住 所　　   　氏　名      年齢

町観光協会が荒砥駅に移りました

表紙の写真

　町の９カ月児健診を迎えるお子さんに、町産スギを使った積み木を贈

る事業が５月 31 日にスタートしました。

　贈呈式に先立ち、佐藤町長が「木育の推進」を宣言。その後、健診に

訪れた９組の親子一人ひとりに積み木が贈られました。積み木は、白鷹

町産木材加工研究会（佐藤久一氏）が製作。軽くて柔らかく、暖かい肌

触りが特徴で、塗料を使用していないため小さな子どもが触ったり舐め

たりしても安心です。健診に訪れた子どもたちは、早速積み木を手に取

り大はしゃぎ。松田理央奈ちゃんを連れて訪れた母・優子さんは、「家

でもブロックなどで遊んだりするが、この積み木は小さい子どもでも安

心して手に取れるのでうれしい。家で一緒に遊んであげたい」と、積み

木で遊ぶ娘の姿を優しく見つめていました。

　日本の紅（あか）をつくる町連携推
進本部では、「ふるさと小包」（内寸：
縦35㎝、横37㎝、高さ22㎝）を作
成しました。離れて暮らすご家族や
ご親戚、懐かしいお友達へのプレゼ
ント発送等にご利用ください。
　白鷹町観光協会（荒砥駅）で６月
12日（月）から先着500個無料プ
レゼントします。「白鷹の観光パンフ
レット」もお渡ししますので、発送
の際は同封ください。

　6月1日より、荒砥駅前交流施設
（荒砥駅）内に事務所を移し事業を
開始しました。
　また、駅業務（乗車券、定期券販
売、レンタサイクル等）も観光協
会で実施していきます。電話番号、
FAX番号は変わりありません。

日本の紅（あか）をつくる町
「ふるさと小包」（段ボール）無料プレゼント

【問い合わせ】白鷹町観光協会　☎ 86-0086　[FAX]86-0087

▽  一企業５個、一個人１個まで。
▽  発送料金等は自己負担となります。

▽  予定数になり次第終了です。

観光協会からのお知らせ

町観光協会が荒砥駅に移りました

観光協会からのお知らせ観光協会からのお知らせ

住 所 父母の名 子の名

鮎　貝 山口 一喜 歩
あゆ

　夢
む

未歩

高　岡 小口 貴幸 裕
ゆう

　貴
き

明日香

十　王 五十嵐 政樹 咲
さ

　月
つき

由香

荒砥乙 山口 和繁 人　椿瞳

荒砥乙 紺野 和紀 大　和千布由

こんにちは赤ちゃん

や　ま　と

つ　ば　き

丹
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編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

▼
今
回
の
特
集
を
組
む
に
あ
た
り
、

ク
マ
は
本
当
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
好
ん

で
食
べ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
実

際
の
ク
マ
は
赤
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

た
黄
色
い
く
ま
さ
ん
の
よ
う
に
可

愛
ら
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
皆
さ
ん
は
野
生
の
ク
マ
に
遭
遇

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
中
に
遭
遇
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
目
が
あ
っ
た
瞬
間

は
頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
目
線
を
外
し
て
は
い
け
な
い
」

と
思
い
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た

ら
ク
マ
は
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

も
し
あ
の
と
き
、
何
も
知
ら
ず
一

目
散
に
走
っ
て
逃
げ
て
い
よ
う
も

の
な
ら
今
頃
…
…
。
少
し
の
予
備

知
識
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に

立
つ
こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
感
じ

た
体
験
で
し
た
。

▼
ク
マ
に
限
ら
ず
、
イ
ノ
シ
シ
や

タ
ヌ
キ
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

害
を
も
た
ら
す
野
生
動
物
が
多
く

人
里
に
出
没
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
そ
の
原
因
を
つ
く

っ
て
い
る
の
は
ほ
か
で
も
な
い
私

た
ち
人
間
で
す
。
野
生
動
物
に
よ

る
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

収
穫
し
な
い
果
樹
や
野
菜
、
家
庭

で
出
た
生
ゴ
ミ
な
ど
は
放
置
し
な

い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

　
　
　
　
（
て
づ
か
）

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

　

小
さ
い
な
が
ら
も
存
在
感
が
あ

り
、「
よ
っ
！
」
と
声
を
か
け
て
き

そ
う
な
ひ
ょ
う
た
ん
。「
昔
あ
ゆ
茶

屋
で
ひ
ょ
う
た
ん
を
買
っ
た
ん
だ

け
ど
、
そ
の
ひ
ょ
う
た
ん
を
作
っ

て
い
た
人
が
や
め
た
っ
て
聞
い

て
」
と
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
生
み
の

親
で
あ
る
秀
樹
さ
ん
。
そ
こ
か
ら

ひ
ょ
う
た
ん
に
興
味
を
持
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　

中
山
の
若
い
衆
会
「
鷹
舞
会
」

に
声
を
か
け
、
み
ん
な
で
ひ
ょ
う

た
ん
の
種
ま
き
か
ら
加
工
ま
で
。

「
ひ
ょ
う
た
ん
は
一
度
腐
ら
せ
て

種
取
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
臭
く

て
…
で
も
花
が
咲
い
て
、
実
が
な

っ
て
い
く
の
を
見
る
の
が
楽
し
み

だ
か
ら
」
と
秀
樹
さ
ん
は
笑
い
ま

す
。

　

昨
年
は
、
中
山
の
子
ど
も
育
成

会
の
卒
業
生
５
人
に
記
念
品
と
し

て
贈
呈
。「
ち
ゃ
ん
と
自
分
の
部
屋

に
飾
っ
て
あ
る
っ
て
聞
い
た
よ
。

こ
れ
か
ら
は
地
域
の
人
の
目
に
つ

く
と
こ
ろ
に
こ
の
ひ
ょ
う
た
ん
を

置
い
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
ほ
し
い
な
」。
今
後
は
販

売
も
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

　

「
地
域
で
お
金
を
生
ん
で
、
そ

の
お
金
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

く
。
そ
れ
が
で
き
た
ら
最
高
だ
よ

ね
。
こ
の
ひ
ょ
う
た
ん
も
い
つ
か

中
山
の
民
芸
品
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
よ
」

「
地
域
で
お
金
を
生
み
出
し
、

　
　
　
　
　
　
　

地
域
に
還
元
す
る
」

❶ひょうたんの色塗りは、遊びに来た地域の子どもたちと
一緒にしている　❷鷹舞会で作った棚でひょうたんを栽培
している　❸ひょうたんを干す道具も手作り　❹ひょうた
ん人形（名前募集中）。オーダーメイドで名入れもできる

地
域
お
こ
し
協
力
隊

茅
野　

唯
さ
ん

「ひょうたん作り」
　　沼澤 秀樹さん（中山・47歳）

しらたかの鉄人！達人！　
　 　

地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

ひょうたんは昔から縁起のい

い植物とされ、魔除けにも使

われていたそうです。今後も

ひょうたんのランタンや干支

の置物など、どんどん進化し

ていくようです。玄関に飾っ

たら良いことありそうだぁ。

町で見かけたら、ぜひお手に

取ってみてください！

❷

❸ ❶❹


	01.pdf
	02.pdf
	03.pdf
	04.pdf
	05.pdf
	06.pdf
	7.pdf
	08.pdf
	09.pdf
	10.pdf
	11.pdf
	12.pdf
	13.pdf
	⑭.pdf
	15.pdf
	16.pdf
	17.pdf
	18.pdf
	19.pdf
	20.pdf
	21.pdf
	22.pdf
	23.pdf
	24.pdf
	25.pdf
	26.pdf
	27.pdf
	28.pdf
	29.pdf
	30.pdf

